
生
物
多
様
性
の
保
全
　
　
　
　
　

機運高まる日本企業
　
生
物
多
様
性
条
約
第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

が

月
、
イ
ン
ド
で
開
か
れ
る
。
前
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

は
２

０
１
０
年

月
に
日
本
で
開
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
企
業
の
間
に
生
物
多
様
性
保
全
の
機
運
が
一
気
に
盛
り
上
が
っ

た
。
そ
の
成
果
と
し
て
企
業
に
よ
る
具
体
的
な
保
全
活
動
が
動
き
出
し
て
い
る
。
特
に
把
握
が
難
し
か
っ
た
生
態
系

へ
の
影
響
を
数
値
化
す
る
活
動
が
増
え
て
い
る
。

事
業
所
別
に
指
標
種
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
で
外
来
種
区
別

す
み
や
す
さ
が
基
準

人
工
衛
星
画
像
で
識
別
遠
隔
地
か
ら
生
態
常
時
観
察

シ
ス
テ
ム
開
発
・
活
用国連生物多様性の 年日本委員会と環境省

が昨年 月 日に名古屋市内で開いた会合

昨年９月１日に東京都内で開かれた「国連生
物多様性の 年日本委員会」の第１回会合

事業活動が生態系に与える影響を評価する主な手法
手　法 概　　要 主な活用企業

ＪＢＩＢ

事業所敷地が生物にとってすみや
すいかを基準に 点満点で評価。
専門家でなくても評価可能で、結
果を改善活動に反映することを目
的に作成

ＪＳＲ、清水建設、帝
人、パナソニックなどが
開発に参加

日本版被害算定型影響
評価手法 ＬＩＭＥ２

化学物質などによる環境影響を被
害額として評価 東芝、帝人

ＪＨＥＰ
日本生態系協会が米国ＨＥＰを基
に開発。指標となる生物のすみや
すさを基準に評価

森ビル、三井物産

Ｗ　Ｅ　Ｔ 排水による生物への影響を評価 東芝、東洋インキ

企業のための生態系評
価 ＣＥＶ ガイド

影響を金額価値で評価し、改善活
動に反映。世界 社がＷＢＣＳＤ
の開発に参加し、４月に公表

日立製作所が応用を検討

富士通独自
米ＨＥＰを応用し、簡易に評価で
きるようにした。生物のすみやす
さを工場周辺も含めて採点

影
響
数
値
化
で
目
標
明
確
に

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ２月２９日 水曜日 　　

　
富
士
通
は

年
度
に
生
物

の
す
み
や
す
さ
を
基
準
と
し

た
事
業
所
の
生
物
多
様
性
評

価
を
始
め
た
。
生
態
系
の
専

門
家
で
な
く
て
も
敷
地
内
の

環
境
を
確
認
で
き
る
独
自
手

法
を
使
い
、
生
物
多
様
性
の

質
を
向
上
さ
せ
る
。

　
独
自
手
法
は
指
標
と
な
る

生
物
を
決
め
、
そ
の
生
物
の

生
息
条
件
を
満
た
す
土
地
か

ど
う
か
を
数
値
化
す
る
米
国

の
ハ
ビ
タ
ッ
ト
評
価
手
続
き

Ｈ
Ｅ
Ｐ

が
ベ
ー
ス
。
生

態
系
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に

い
る
生
物
を
指
標
と
し
、
そ

の
生
物
に
適
し
た
緑
地
や
水

辺
が
あ
れ
ば
エ
サ
と
な
る
動

植
物
に
も
す
み
や
す
く
、
生

物
多
様
性
が
保
た
れ
て
い
る

と
判
定
す
る
。

　
同
社
は
東
京
都
市
大
学
の

田
中
章
教
授
の
指
導
を
受
け

て
指
標
種
の
採
食
場
所
や
水

飲
み
場
、
休
息
場
、
繁
殖
場

の
有
無
と
安
全
性
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
確
認
シ
ー
ト
を
作

り
、
簡
単
に
評
価
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
結
果
は
点
数
化

し
、
敷
地
内
の
緑
地
や
水
辺

の
面
積
を
加
え
て
総
合
評
価

す
る
。
川
崎
工
場

川
崎
市

中
原
区

で
は
カ
ワ
セ
ミ
、

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
オ
オ
カ
マ

キ
リ
で
評
価
し
た
。

年
度

か
ら
は
全
国
の
事
業
所
ご
と

に
指
標
種
を
決
め
、
評
価
を

始
め
る
。

　
東
芝
は

年
か
ら
生
物
を

利
用
し
た
排
水
の
管
理
を
始

め
た
。
実
際
の
工
場
排
水
を

与
え
た
生
物
の
反
応
を
観
察

し
、
生
態
系
へ
の
影
響
の
有

無
を
調
べ
る
。
生
物
に
よ
る

排
水
の
環
境
影
響
評
価
は
Ｗ

Ｅ
Ｔ

ホ
ー
ル
・
エ
フ
ュ
ル

ー
エ
ン
ト
・
ト
キ
シ
テ
ィ
の

略

と
呼
ば
れ
、
米
国
の
排

水
規
制
で
使
わ
れ
て
い
る
。

東
芝
は
国
立
環
境
研
究
所
の

協
力
を
得
て
排
水
を
評
価
し

た
。

　
も
と
も
と
工
場
排
水
は
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量

Ｂ

Ｏ
Ｄ

や
化
学
的
酸
素
要
求

量

Ｃ
Ｏ
Ｄ

で
規
制
さ
れ

て
お
り
、
工
場
で
は
排
水
中

の
化
学
物
質
の
残
留
濃
度
を

引
き
下
げ
る
対
策
を
と
っ
て

き
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｔ
は
成
長
や
生

殖
の
異
常
と
い
っ
た
生
物
の

反
応
を
基
準
と
す
る
た
め
、

Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の
数
値
よ

り
も
影
響
が
直
感
的
に
分
か

る
。

　
ま
た
東
芝
は
工
場
で
メ
ダ

カ
の
飼
育
を
始
め
る
。
Ｗ
Ｅ

Ｔ
を
応
用
し
、
メ
ダ
カ
を
観

察
し
な
が
ら
日
常
的
に
排
水

を
管
理
す
る
。
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
て
い
る
メ
ダ
カ

は
、
水
質
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
飼
育
が
難
し
い
と
さ

れ
る
。
こ
の
た
め
工
場
で
の

飼
育
で
メ
ダ
カ
が
繁
殖
す
れ

ば
、
排
水
が
き
れ
い
に
浄
化

さ
れ
て
い
る
証
明
に
な
る
。

　
東
洋
イ
ン
キ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
も
、
国
内
４
工

場
の
排
水
を
Ｗ
Ｅ
Ｔ
で
評
価

し
て
い
る
。
通
常
、
Ｗ
Ｅ
Ｔ

は
工
場
外
に
出
る
直
前
の
排

水
を
採
取
し
て
調
査
す
る

が
、
同
社
は
工
場
内
の
排
水

経
路
で
も
採
取
し
て
調
査
し

て
い
る
。
排
水
経
路
ご
と
に

対
策
を
打
て
る
よ
う
に
な

り
、
工
場
外
に
流
れ
出
る
排

水
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響

を
最
小
化
で
き
る
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｒ
も
工
場
や
研
究
所

と
い
っ
た
事
業
所
の
生
態
系

配
慮
を
数
値
化
し
て
評
価
す

る
。
同
社
は
企
業
連
携
組
織

「
生
物
多
様
性
と
企
業
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ

Ｊ
Ｂ
Ｉ

Ｂ

」
が
開
発
し
た
評
価
手

法
を
使
う
。
こ
の
手
法
も
敷

地
内
の
緑
地
や
水
辺
な
ど
に

お
け
る
生
き
物
の
す
み
や
す

さ
が
基
準
。
点
数
は
１
０
０

点
満
点
で
、
継
続
的
に
評
価

す
る
こ
と
で
改
善
具
合
も
わ

か
る
た
め
、
企
業
と
し
て
は

数
値
目
標
を
持
っ
た
生
物
多

様
性
保
全
活
動
を
推
進
で
き

る
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
は

年
度
に
生

態
系
の
専
門
家
で
な
く
て
も

評
価
で
き
る
手
法
の
開
発
に

着
手
。

年
４
月
に
は
会
員

企
業
に
手
法
を
公
開
し
た
。

Ｊ
Ｓ
Ｒ
も
会
員
企
業
の
１
社

で
、
手
法
の
開
発
に
携
わ
っ

た
。

　
企
業
は
法
律
や
条
例
に
従

っ
て
事
業
所
内
に
植
栽
や
池

を
つ
く
っ
て
い
る
が
、
ど
れ

だ
け
生
物
多
様
性
保
全
に
効

果
が
あ
る
か
分
か
ら
な
か
っ

た
。
ま
た
外
来
種
や
周
辺
地

域
に
生
息
し
な
い
樹
種
を
植

え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
の
手
法
は
素

人
で
も
外
来
種
を
区
別
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
植

栽
の
管
理
に
使
え
る
。

　
日
本
生
態
系
協
会

東
京

都
豊
島
区

は
Ｈ
Ｅ
Ｐ
を
改

良
し
た
「
Ｊ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
」
の
認

証
制
度
を
運
用
す
る
。
指
標

種
の
す
み
や
す
さ
を
基
準
に

現
状
を
分
析
し
、
今
後

年

に
わ
た
っ
て
点
数
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
こ
と
が
認
証
条
件
と

な
る
。
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
は

年
１
月
に
老
人
ホ
ー
ム
と
企

業
寮
で
Ｊ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
の
認
証
を

取
得
し
た
。
こ
れ
で
同
社
の

認
証
は
５
物
件
と
な
っ
た
。

　
生
物
多
様
性
保
全
ビ
ジ
ネ

ス
も
広
が
っ
て
い
る
。
清
水

建
設
は
都
市
の
生
態
系
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
分
析
す
る
シ
ス

テ
ム
を
運
用
す
る
。
生
態
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
野
生

生
物
の
生
息
地
を
結
ぶ
空
間

で
「
緑
の
回
廊
」
と
呼
ば
れ

る
。
生
物
の
生
息
に
適
し
た

緑
地
や
水
辺
が
点
在
す
る
よ

り
も
、
面
と
し
て
の
広
が
り

の
あ
る
方
が
す
み
や
す
い
。

　
同
社
の
シ
ス
テ
ム
で
は
ま

ず
人
工
衛
星
の
画
像
か
ら
緑

地
を
抽
出
し
、
針
葉
樹
林
や

落
葉
樹
林
を
識
別
す
る
。
次

に
指
標
と
な
る
生
物
の
生
息

条
件
を
設
定
。
水
鳥
の
コ
サ

ギ
な
ら
隠
れ
場
や
エ
サ
場
と

な
る
水
辺
の
緑
地
、
行
動
範

囲
か
ら
必
要
な
面
積
を
条
件

に
す
る
。
そ
の
情
報
を
緑
地

情
報
と
突
き
合
わ
せ
て
、
コ

サ
ギ
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
図
を
作
る
。

　
同
社
は
東
京
臨
海
副
都
心

部
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

図
を
作
成
し
た
。
地
図
上
の

濃
い
緑
ほ
ど
コ
サ
ギ
が
す
み

や
す
い
環
境
が
広
が
っ
て
い

る
と
分
か
る
。
新
宿
、
港
、

渋
谷
、
江
東
な
ど
都
心
７
区

を
網
羅
し
て
お
り
、
こ
の
地

域
で
建
設
さ
れ
る
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
の
緑
地
計
画
の
デ

ー
タ
を
入
力
す
る
と
２
、
３

日
で
生
態
系
へ
の
影
響
を
評

価
で
き
る
。
生
物
多
様
性
へ

の
関
心
が
高
ま
る
中
、
都
市

部
で
の
開
発
事
業
に
よ
る
影

響
を
知
り
た
い
事
業
者
が
増

え
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ま

で
に
高
層
住
宅
と
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
の
新
規
、
工
業
地
帯
の

緑
地
の
更
新
な
ど

件
の
事

業
に
提
案
し
た
。

　
富
士
通
は
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
利
用
し
た
生

物
多
様
性
保
全
に
貢
献
す
る

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て

い
る
。

年

月
に
は
動
植

物
の
生
態
を
遠
隔
地
か
ら
常

時
観
察
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

日
本
野
鳥
の
会

東
京
都
品

川
区

に
よ
る
北
海
道
鶴
居

村
で
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
越
冬

調
査
に
採
用
さ
れ
た
。
シ
ス

テ
ム
は
監
視
カ
メ
ラ
と
無
線

通
信
機
で
構
成
し
、
全
て
の

機
器
が
太
陽
電
池
で
稼
働
す

る
。
調
査
で
は
自
動
的
に
タ

ン
チ
ョ
ウ
が
川
辺
で
エ
サ
を

採
る
様
子
を
撮
影
し
、
画
像

を
無
線
送
信
す
る
。
日
本
野

鳥
の
会
は
エ
サ
を
採
り
に
き

た
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
羽
数
を
記

録
し
、
冬
場
の
エ
サ
場
づ
く

り
に
役
立
て
る
。
こ
れ
ま
で

は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
警
戒
心
や

積
雪
か
ら
２
週
間
に
１
度
程

度
し
か
現
地
調
査
が
で
き
な

か
っ
た
。
同
社
の
シ
ス
テ
ム

を
使
う
こ
と
で
毎
日
の
観
察

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

年
に
名
古
屋
市
で
開
か

れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

を
受
け
、
国

連
は

―

年
を
「
国
連
生

物
多
様
性
の

年
」
と
定
め

た
。
こ
れ
を
受
け
て

年
９

月
１
日
に
日
本
の
生
物
多
様

性
保
全
活
動
の
推
進
母
体
と

な
る
産
学
官
民
連
携
組
織

「
国
連
生
物
多
様
性
の

年

日
本
委
員
会
」
が
初
会
合
を

開
き
、
活
動
を
始
め
た
。
環

境
省
主
導
の
下
、
産
業
界
か

ら
は
経
団
連
、
日
本
商
工
会

議
所
、
経
済
同
友
会
、
日
本

青
年
会
議
所
が
参
加
。
他
に

自
然
保
護
団
体
、
学
識
経
験

者
、
自
治
体
な
ど
が
顔
を
そ

ろ
え
て
お
り
、
保
全
活
動
の

一
層
の
広
が
り
が
期
待
で
き

る
。

月

日
に
は
国
連
生

物
多
様
性
の

年
日
本
委
員

会
、
環
境
省
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
「
国
連
生
物
多
様
性
の

年
記
念
行
事
ｉ
ｎ
あ
い
ち
・

な
ご
や
第
１
回
生
物
多
様
性

全
国
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
名

古
屋
市
内
で
開
催
。
経
済

界
、
自
治
体
、
専
門
家
な
ど

が
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と

持
続
可
能
な
利
用
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
発
表

・
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
今
年

月
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ

が
イ
ン
ド
で
開
か
れ
る
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ

で

年
ま
で
の
世
界

共
通
目
標
「
愛
知
タ
ー
ゲ
ッ

ト
」
が
作
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
目
標
達

成
の
た
め
の
踏
み
込
ん
だ
議

論
と
な
り
そ
う
だ
。
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
産
業
界
が
保
全
に

取
り
組
む
日
本
の
主
導
力
発

揮
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。


